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私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
セ
ク
ハ
ラ 12

【
人
権
相
談
】

《
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談
》

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
。
第
３
月
曜
日
は
高

齢
者
、
障
害
者
が
対
象
）、
法
務

局
舞
鶴
支
局
。
面
接
・
電
話
相
談
。

《
特
設
人
権
相
談
所
》
第
２
木
曜

日
が
城
南
会
館
。
第
３
木
曜
日

が
南
公
民
館
。
面
接
相
談
。

　

い
ず
れ
も
９
時
～
12
時
。
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
。
無
料
。

申
し
込
み
不
要
。
問
同
支
局（
☎

76
・
０
８
５
８
）

【
人
権
標
語
を
募
集
】

　
「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

標
語
を
募
集
。
応
募
は
、
は
が

き
に
標
語
（
１
人
２
点
ま
で
）

と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
９
月
16
日

（
金
）
消
印
有
効
で
人
権
啓
発

推
進
室
へ
。
フ
ァ
ク
ス
（
62
・

９
８
９
１
）、
電
子
メ
ー
ル
も
可
。

問
同
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）

　

女
性
A
さ
ん
は
、
勤
務
先

の
男
性
上
司
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
ま
し
た
。
職
場
の
飲
み

会
で
無
理
に
お
酌
を
さ
せ
ら

れ
た
り
、
体
を
触
ら
れ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
２
人
だ
け
で
会
お
う
と

し
つ
こ
く
誘
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
、
断
る
と
そ
の
上
司

は
次
第
に
A
さ
ん
に
対
し
仕

事
で
厳
し
く
接
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
思
い
悩
ん
だ

末
に
A
さ
ん
は
う
つ
病
を
発

症
し
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　

こ
の
上
司
の
言
動
は
、
職

務
上
の
立
場
を
利
用
し
て
Ａ

さ
ん
に
精
神
的
苦
痛
を
与
え
、

仕
事
ま
で
奪
っ
た
許
さ
れ
な

い
行
為
で
あ
り
、
明
ら
か
に

「
セ
ク
ハ
ラ
」（
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
と
言
え
る

も
の
で
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ
と
は
、「
相
手
の

意
志
に
反
し
て
不
快
・
不
安

な
状
態
に
追
い
込
む
性
的
な

言
葉
や
行
為
」
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
事
例
以

外
に
も
、
実
は
私
た
ち
の
身

の
回
り
で
何
気
な
く
起
き
て

い
る
セ
ク
ハ
ラ
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
恋
愛
経
験
や
私

生
活
に
つ
い
て
し
つ
こ
く
尋

ね
る
こ
と
も
、
言
わ
れ
た
相

手
が
不
快
に
感
じ
た
ら
、
そ

れ
は
セ
ク
ハ
ラ
で
す
。
セ
ク

ハ
ラ
と
言
う
と
男
性
か
ら
女

性
に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
女
性
か
ら
男

性
に
対
す
る
も
の
や
同
性
間

に
お
け
る
も
の
も
セ
ク
ハ
ラ

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
言
動
で
も
、
互
い
の
人

間
関
係
や
価
値
観
な
ど
に
よ
っ

て
、
受
け
止
め
方
や
感
じ
方
に

違
い
は
あ
り
ま
す
。
自
分
は
親

し
み
を
込
め
て
言
っ
た
つ
も
り

で
も
、
相
手
に
不
快
感
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
大

丈
夫
」
と
い
う
思
い
込
み
の
言

動
が
相
手
を
大
き
く
傷
つ
け
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎

66
・
１
０
２
２
）
か
法
務
局
舞
鶴

支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）
へ
。

　

市
で
は
、
舞
鶴
の
元
気
産
業

を
創
出
す
る
新
た
な
企
画
と
し

て
、「
舞
鶴
市
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
」
を

創
設
。
意
欲
あ
る
事
業
者
の
新

た
な
取
り
組
み
に
係
る
必
要
な

経
費
を
助
成
し
ま
す
。

▪
対
象
事
業
者　

❖
市
内
に
事

業
所
を
持
つ
法
人
ま
た
は
個
人

（
①
）
❖
主
に
①
で
組
織
さ
れ
る

団
体
❖
①
と
高
等
教
育
機
関
な

ど
と
の
連
携
体

▪
対
象
事
業　

❖
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
❖
新
商
品

の
研
究
開
発
❖
ブ
ラ
ン
ド
事
業

に
お
け
る
販
路
開
拓
な
ど
に
関

す
る
事
業

▪
事
業
の
採
択　

８
月
８
日

（
月
）
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
で
公

　

下
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
供
用

を
開
始
し
た
地
区
の
家
庭
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
へ
の
改

造
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

水
洗
便
所
へ
の
改
造
に
係
る
費

用
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
下
水
道
管

の
供
用
開
始
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
後
に
貸
し
付
け
を
受
け
る

場
合
の
利
率
を
年
５
％
か
ら
年

２
％
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
貸

し
付
け
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▪
利
率　

年
２
％

▪
貸
付
金
額　

60
万
円
以
内

▪
返
済
方
法　

40
回
の
均
等
月

賦
償
還

▪
貸
付
条
件　

❖
市
税
を
完
納

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

催
。
そ
の
後
、
専
門
家
な
ど
で

構
成
す
る
「
フ
ァ
ン
ド
委
員
会
」

が
内
容
を
審
査
し
、
採
択
事
業

を
決
定
（
今
年
度
は
６
件
程
度

を
予
定
）。
決
定
は
９
月
上
旬
。

▪
交
付
金
額　

事
業
実
施

に
必
要
な
額
（
限
度
額
１
，

０
０
０
万
円
。
概
算
払
い
が
可

能
）

▪
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
用

紙
（
産
業
振
興
・
雇
用
対
策
課

に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
。

８
月
３
日
（
水
）
必
着
。

　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月

３
日
に
開
会
。
平
成
23
年
度
当

初
予
算
を
「
骨
格
予
算
」
と
し

て
編
成
し
た
た
め
、
新
規
・
拡

大
事
業
を
掲
げ
た
「
肉
付
け
予

算
」
と
し
て
編
成
し
た
平
成
23

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
や
条
例
制
定
な
ど
の
議

案
を
市
長
提
案
。
９
議
案
を
審

議
し
、
６
月
24
日
、
可
決
・
承
認
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
６
月
24
日
に
追
加
提

案
し
た
舞
鶴
市
総
合
計
画
の
基

本
構
想
の
改
定
、
23
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
23

年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
の
３
議
案
を
審
議
す

る
た
め
、
６
月
定
例
会
の
会
期

を
７
月
11
日
（
月
）
ま
で
延
長

さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
広
報
ま
い
づ
る
７
月
16

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
補
正
予
算
》

▪
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　

意
欲
あ
る
事
業
者
へ
の
支

援
や
雇
用
の
確
保
、
観
光
や

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
「
活
力
・
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
重
点
的
に
取
り
組
む

政
策
経
費
な
ど
を
補
正
す
る
も

の
で
、
補
正
額
は
、
歳
入
・
歳

出
い
ず
れ
も
５
億
２
２
１
万

円
。
財
源
に
は
、
特
定
財
源
と

し
て
国
・
府
支
出
金
や
市
債

な
ど
２
億
３
，
０
６
１
万
円

と
、
一
般
財
源
と
し
て
財
政
調

整
積
立
金
の
繰
入
金
２
億
７
，

１
５
９
万
円
を
充
て
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
予
算
総
額

は
歳
入
・
歳
出
い
ず
れ
も

３
３
４
億
５
，
５
１
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
下

表
の
と
お
り
。

　

こ
の
ほ
か
、
成
立
し
た
主
な

条
例
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

《
条
例
》

▪
舞
鶴
市
市
税
条
例
の
一
部
改

正　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
係
る
市
民
税
に
つ
い
て
、
雑

損
控
除
な
ど
に
お
け
る
特
例
を

創
設

▪
舞
鶴
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定　

※
左
記
事
参
照

▪
舞
鶴
市
水
洗
便
所
等
改
造
資

金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正　

※

左
記
事
参
照

《
人
事
》

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員　

阿
波
博
之
氏
（
74
歳
、

行
永
＝
新
任
）

【
本
会
議
の
傍
聴
】

　

７
月
８
日
、
10
時
30
分
か
ら

市
議
会
議
場
。
先
着
38
人
。

し
て
い
る
❖
返
済
能
力
を
有
す

る
❖
連
帯
保
証
人
が
あ
る

▪
そ
の
他　

下
水
道
管
の
供
用

開
始
か
ら
３
年
以
内
で
あ
れ
ば

無
利
子
で
貸
し
付
け

　

詳
し
く
は
、
下
水
道
総
務
課

（
☎
66
・
１
０
２
８
）
へ
。

犯罪被害者などへの支援
見舞金の支給など

【補正予算の主な内容】 ◎新規 ○拡大
23年度
第１号 概　要 金額（１万円

未満切り捨て）

総務費
◎行政情報等メール配信システム構築事業（登録者に防災・災害やクマ出没、不審者など
の情報を電子メールで自動配信するシステムの構築） 74万円

◎軽自動車税コンビニエンスストア収納システム構築事業 800万円

民生費

○子育て支援医療助成費（小学生の外来受診の保険診療に係る自己負担を軽減） 2,300万円

◎公立保育所統合整備調査事業（東地区の３公立保育所の統合整備に係る基本設計など） 910万円

◎子育て交流拠点施設整備調査等事業（多世代が交流でき、天候に左右されない施設を整
備するための測量、基本設計など） 1,530万円

◎東日本大震災支援経費（支援物資として供出した備蓄物資の補充、被災地への職員派遣など） 1,560万円

衛生費
○肝炎ウイルス検診事業（節目年齢の未受診者に対する受診の勧奨、受診の自己負担無料化） 260万円

○大腸がん検診推進事業（節目年齢対象者の受診の自己負担無料化） 720万円

労働費 ◎東日本大震災被災者雇用促進助成金（市内在住の被災者を雇用した事業所への助成） 600万円

農林水
産業費

◎佐波賀だいこん等研究推進事業（種子確保、栽培方法などの研究への助成） 30万円

◎まいづるの海の恵みづくり推進事業費補助金（府漁協のアワビの放流事業に対する助成） 100万円

商工費

◎舞鶴ブランドプロモーション事業（全国へのセールス活動と観光ビジョンの策定） 520万円

◎まいづる元気産業創出事業（新たなブランド事業の創出、企業の発掘・育成支援など）
※左記事参照 8,200万円

◎中小企業環境対策設備導入助成金（中小企業地球環境対策特別融資（舞グリーン）を利
用して環境対策に係る設備投資を行う事業所に対し、対象設備購入価格の５％を助成） 250万円

◎京都舞鶴港日本海ゲートウェイ振興事業（京都舞鶴港の日本海側拠点港選定に向けた
シンポジウムの開催、要望活動） 130万円

土木費
◎みんなにやさしい安全道路整備事業（歩道の段差解消、橋の転落防止柵の設置など） 5,000万円

◎ハッピーハウス住宅助成金（子育て世帯が市内で居住するための住宅を取得する際に
借り入れた資金に対し助成） 1,000万円

消防費 ○舞鶴市地域防災計画見直し事業（原子力発電所の防災に対する暫定計画の作成など） 450万円

教育費

◎中学校給食推進経費（給食実施に向けたアンケート調査の実施や実施方法の検討、推進
方針の策定など） 250万円

◎元気まいづるっ子・活気ある学校づくり推進事業（各中学校の実情に応じた教育活動に
係る経費を補助） 430万円

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

可
決
・
承
認
・
同
意

　犯罪被害を受けた人が平穏な生活
を早期に回復するための支援を実施
します。主な支援内容は次のとおり。
▪相談・情報提供　市民相談課で受
け付け
▪見舞金の支給　❖遺族見舞金…
30万円。対象は犯罪行為により死
亡した人の遺族❖傷害見舞金…10
万円。対象は犯罪行為により傷害を
受けた人
▪市営住宅の一時提供　対象は犯罪
などによりこれまでの住居への居住
が困難となった犯罪被害者など
　詳しくは、同課（☎66・1006）へ。

市
議
会
６
月
定
例
会

あなたの“やる気”を応援

リーディング産業チャレンジファンド

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
貸
し
付
け

利
率
を
引
き
下
げ

会　期
７月11日まで

まいづる元気産業創出事業

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎

66
・
１
０
２
１
）
へ
。


